定量的レビューアプローチを用いたリサーチストリームの探索的分析 by 高橋 大樹










































Academy of Management が 2007 年にレビュー論文専用の学術雑誌であ








































の探究が進んでいる（例えば、Song and Kim，2013；Zhang, Xie, Hou, Tu, 













ecology of organizations／organizational ecology）の最も基盤的な研究と
して広く知られている Hannan and Freeman（1977）がこれまでどのよ
うな形で経営学のリサーチストリームに影響を与えていったのかを、引用
件数や各論文の要約のデータの分析を通じて議論していく。第 4 節では、




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































例 え ば、 ❹ Ramos-Rodríguez and Ruíz-Navarro（2004） と ❺ Nerur，
Rusheed and Natarajan（2008）は、戦略的経営（strategic management）
領域のリサーチストリームを定量的にレビューする上でこのような分析対
象の選定方法を用いている。彼らは、当該分野の代表的な学術雑誌である
Strategic Management Journal 誌に掲載された研究論文を、戦略的経営研
究領域の（代表的な）研究とみなし、分析を行っている。当該雑誌の発行
母体となっている Strategic Management Society のホームページによれ











象の選定方法を採用している。例えば、❽ Samiee and Chabowski（2012）
は、現在最も網羅的な学術研究データベースの 1 つである Web of 
Science 上で、特定のキーワードを用いて検索を行い、分析対象を抽出する
というアプローチを用いている。彼らは、まず、「international advertising」


























　第 1 の問題は、分析対象文献の第 1 著者以外の著者の扱いをどのように
するか、というテクニカルな問題である。研究者を分析単位として設定す








の 1 人である M. L. Tushman と P. Anderson が、Tushman and Anderson
（1986）および Anderson and Tushman（1990）として、影響力の強い 2 つ
の論文を発表しているように、第 1 著者とそれ以外の著者を事実上同程度
の影響力を持った研究者だと扱うことが望ましい状況は少なくないように








動について研究した W. J. Abernathy は、1978 年に発表した Productivity 
Dilemma（『生産性のディレンマ』）の中で、イノベーションという外部環
境によって企業行動が規定されるという決定論（determinism）的な構図

























































き、例えば、❹ Ramos-Rodríguez and Ruíz-Navarro（2004）や❺ Nerur，



















合が、Porter（1980）と Lawrence and Lorsch（1967）よりも明らかに多
いのであれば、Porter（1980）と Porter（1985）は同一の学派としてリサー
チストリームに同じような影響を与えていると判断できる。それに対して

















3 ．探索的分析―Hannan and Freeman（1977）はどの
　　ようなリサーチストリームを生み出していったのか
（1）本研究が試みる探索的分析の特徴




































































































































































のの 1 つである Web of Science から文献データを入手している。Web of 
Science 上で、Hannan and Freeman（1977）を引用している文献情報を
すべてダウンロードし、それらを分析の対象とした。データのダウンロー




ないと判断された、book review 23 件、editorial material 33 件、note 13
件、reprint 1 件、letter 2 件、2018 年公刊予定の文献 2 件を分析対象か
ら除外した。残りの 2127 件のうち、発表年代が古い文献を中心に要約の




　図 2 は、分析対象期間である 1977 年から 2017 年までの 41 年間を、5
年毎の 8 つの期間に分けて、その間に Hannan and Freeman（1977）を引
用している文献の件数の推移を示したものである。この図からわかるよう
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と仮定した場合








































1977-1982 1983-1987 1988-1992 1993-1997 1998-2002 2003-2007 2008-2012 2013-2017
population
　また、図 3 からは、Hannan and Freeman（1977）を積極的に引用しよ
うとする研究領域がこの約 40 年間で変化している可能性が示唆される。
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くとも 1990 年代後半までは 0.3 程度の数値を保っている。1996 年前後には、
Academy of Management で Organizational Ecology に関する Special Re-
search Forum が開催されていることから（Amburgey and Rao，1996）、この
時期までは Hannan and Freeman（1977）を引用している文献の一定数は組織
の個体群生態学のリサーチストリームに含まれる研究であったと推察される。
　しかしながら、図 3 を見る限り、2000 年代以降、Hannan らの研究を引
用している文献のうち、組織の個体群生態学領域の研究の割合は明らかに
低下しているように思われる。










　表 2 は、図 3 から組織の個体群生態学文献の引用割合が低下し始めたと
想定される 2003 年以降に発表された 1266 文献の要約に出現した単語の中




語 カウント 抄訳単語登場指数 類似語
firms 1600 1.263823065 firm, firm ,ʼ firme, firmes, firms, firmsʼ
organizational 1187 0.937598736 organizational, organizationally
researching 1076 0.849921011 research, researched, researcher, researchers, researchers ,ʼ researches, researching
organizing 1064 0.840442338
organic, organism, organisms, organization, 
organizations, organizations ,ʼʻorganizations ,ʼ 
organize, organized, organizers, organizes, 
organizing
studying 1025 0.809636651 studied, studies, study, studying
theory 825 0.651658768 theories, theory
changing 803 0.634281201 change, change ,ʼʻchange ,ʼ changed, changes, changing
using 745 0.588467615 use, used, useful, usefully, usefulness, uses, using
industry 736 0.58135861 industrial, industrialization, industrialized, industries, industry,ʻindustry
performance 705 0.556872038 perform, performance, performance ,ʼ performances, performed, performing, performs
paper 690 0.545023697 paper, papers
findings 687 0.542654028 find, finding, findings, finds
models 685 0.54107425 model, model ,ʼ modeled, modeling, modelled, modelling, models,ʻmodelsʼ
develops 683 0.539494471 develop, developed, developer, developers, developing, development, developments, develops
managers 679 0.536334913
manage, manage ,ʼ managed, management, 
manager, managers, managers ,ʼ manages, 
managing,ʻmanaging,ʻmanagingʼ
effects 633 0.5 effect, effect ,ʼ effective, effectively, effectiveness, effects
markets 576 0.454976303 market, marketed, marketers, marketing, marketization, markets
newness 562 0.443917852 new,ʻ new,ʻ new ,ʼ newness, newness ,ʻʼ newnessʼ
process 525 0.414691943 process, processes, processing
based 525 0.414691943 base, based, bases
results 513 0.40521327 result, resultant, resulted, resulting, results
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語 カウント 抄訳単語登場指数 類似語
differently 511 0.403633491 differ, differed, difference, differences, different, differently, differing, differs
level 508 0.401263823 level, levels
institution 501 0.395734597
institute, institutes, institution, institutional, 
institutionalism, institutionalisms, institutionally, 
institutions, institutionsʼ
socially 489 0.386255924 social,ʻsocial, sociale, sociales, socialize, socialized, socially
strategy 470 0.371248025 strategie, strategies, strategies ,ʼʻstrategies ,ʼ strategy, strategyʼ
resource 465 0.367298578 resource, resourced, resourcefulness, resources
examining 454 0.358609795 examination, examine, examined, examinent, examines, examining
business 454 0.358609795 business, businesses, busy
competitive 444 0.3507109 competition, competitions, competitive,ʻ competitive, competitively, competitiveness
structuring 441 0.348341232
structural, structuralism, structurally, 
structuration, structure, structured, structures, 
structures ,ʼ structuring
strategically 437 0.345181675 strategic,ʻstrategic, strategically
relationship 411 0.32464455 relationship, relationships
also 402 0.317535545 also
approach 386 0.304897314 approach, approached, approaches, approaching
environments 386 0.304897314 environment, environments
relations 386 0.304897314
relate, related, relates, relating, relation, 
relational, relationality, relationally, relations, 
relative, relatively
innovation 383 0.302527646
innovate, innovating, innovation, innovations, 
innovative, innovativeness, innovator, 
innovators, innover












　このような基準で表 2 の 38 単語をスクリーニングすると、2003 年以降に
Hannan らの研究を積極的に引用し始めた研究領域を表す単語の候補として、
findings、markets、based、results、institution、examining、business、re-
lationship、also、approach、innovation の 11 単語が候補として残ることとな
る。そのうち、institution と innovation 以外は、あらゆる経営学研究（特に
定量的な実証研究）で用いられる一般的な単語だと考えられるため、以下で
はこの 2 単語を新たな研究領域を表すものとして分析していくこととしたい。


































う単語を含む研究領域の文献が Hannan and Freeman（1977）の引用元
となっていった可能性が高いことがうかがえる。
　では、「innovation」や「institution」を要約に含むような研究領域とは















より詳細な議論を展開している Hannan and Freeman（1984）である。こ






































・Tushman らの議論に対する Hannan and Freeman（1977）からの影響
　以上のような Tushman and Anderson（1986）の議論には、単にその









































リサーチストリームの 1 つを形成することとなった。1990 年代から 2000
年代には、Anderson ら自身による発展的研究である Anderson and 
Tushman（1990）、既存の有力な企業を衰退させる新たなイノベーション






























































・新制度論と Hannan and Freeman（1977）の邂逅
　当然のことながら、同年に発表された Meyer and Rowan（1977）には
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Hannan and Freeman（1977）の直接的な影響を見出すことはできない。







































き起こす環境の変化として受容したことである。Hannan や Freeman と
























DiMaggio ら は「Hannan と Freeman と は 異 な り、 わ れ わ れ は 適 応
（adaptation）を強調している（p.149，脚注 5：筆者訳）」と述べている。
　この点を考慮すると、実際のところは、DiMaggio and Powell（1983）












































































































1 Strategic Management Society ホームページ
 （https://www.strategicmanagement.net/smj/overview/overview）2017 年
12 月 30 日最終閲覧。
2 筆者訳。
3 Ramos-Rodríguez and Ruíz-Navarro（2004）の分析において、Porter（1980）
は当該領域で最も多く引用されている文献として挙げられている。
4 Ramos-Rodríguez and Ruíz-Navarro（2004）p. 993 に掲載されている Fig-
ure 6 を見よ。
5 文献数が少なかったため、1977 年から 1983 年のみ 6 年間の期間としている。
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